
天栄中だより第１２号                             令和３年７月２日(金) 

学校 HP http://www.edu.city.suzuka.mie.jp/tenei-j 

 

 

 

 
  

無限の可能性を垣間見る 
 4 月中旬に「三重とこわか国体・三重とこわか大会 鈴鹿市実行委員会」より国体

開催に向け，全国各地から訪れる選手・監督などを温かく迎えるための「都道府県応

援のぼり旗」の作成依頼がありました。 

 市内の各小中学校の学校規模に応じて作成枚数が割り当てられていました。本校

には 26枚の作成依頼がありました。 

 より良いものを仕上げるために，学校行事との兼ね合いなどを考えたスケジュー

ルの調整やどのようにすればきれいな絵，デザインを布に描くことができるのか作

業手順，方法についての協議を行い，多くの先生方から知恵を出していただき作成に

こぎつけることができました。 

 あなた達にも，デザインを考えてもらったり，選ばれたデザインを元に放課後残っ

て作成に取り組んでもらいました。 

 さて，完成した「応援のぼり旗」を見せてもらいました。絵心のない私にとっては

どの作品も素晴らしい出来栄えで，その才能に驚くばかりでした。そして，私のみな

らず多くの先生からも「すごい！」「いいなぁ～」との感嘆の声が上がりました。 

 今回の取組もそうですが，私は日々の学校生活や行事から，あなた達の一生懸命

な姿から多くの可能性や無限の力を感じています。 

あなた達はまだ10代の入り口に立ったばかりです。人生100年といわれる今日，

諦めさえしなければ可能性はまだまだ広がるはずです。 
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１００回の失敗よりも，たった１回の諦めが夢を崩す コブクロ 

それぞれのデザインを手に 
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私が見た，聞いた１学期の「素敵な姿」や「嬉しい話」 

【校長編】 

・校長室の掃除担当の生徒。机の下にもぐったり，ソファーや荷物をどけて隅々まできれ

いにしてくれます。ありがとう！ 

・期末テスト最終日の朝，ある生徒に「テスト最終日やな。がんばって。」と声をかける

と「ありがとうございまーす。」と笑顔で返してくれました。 

【教頭先生編】 

・保冷庫の前で，牛乳を渡していると，たくさんの生徒から「ありがとうございます」っ

て言葉が返ってくるんです。 

・保冷庫近くのほこりだらけのロッカーを担当の生徒が，真っ黒になりながら一生懸命掃

除してくれるんですよ～。 

【Ｓ先生編】 

・全員リレーの順番決め，生徒が上手に決めてくれて助かりました。 

【別のＳ先生編】※私がＳ先生の授業を見に行った後の会話で。 

校長「欠席の子の机の中にプリントをさりげなく入れてくれる優しい姿があってよかっ

たですね。」 

Ｓ先生「あの子だけではなく結構いるんですよ。そんな子が。」 

 

 

 

 

「チーム天栄」いざ出陣！ 
  

6 月 25 日（金）に中体連地区大会及びコンクールに出場する部活動の壮行会が行われ

ました。各部活動がユニホームを着用し，意気込みを語ってくれました。その意気込みの

中に「感謝の思いを胸に」「先輩のために」「一丸となって」などの力が湧いてくる素晴ら

しいワードを聞くことができました。 

そして，締めくくりは生徒会執行部の片山君と菅瀬君から体を張ったエールが送られま

した。「さぁ，準備は整ったかな。」みんなの熱い思いを胸に悔いのないように存分に戦っ

てきてください。ファイトー！ 

 

 

 

 

 

・ 

 

 

 

 

 

 

天栄中では他にもたくさんの「素敵な姿」「嬉しい話」を見聞することができます。

こんな姿や話に接すると私は元気が出てきます！ 

 

ふれ～ ふれ～ て・ん・え・い 


